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山・川・海のつながり
～地域の自然資源の持続可能な利用～

時間   13：30〜16：00
場所   博物館・実験室
定員  100名（どなたでも）
参加費   無料
申し込み   イベントの1ヶ月前の9：30から電話予約

第61回 企画展

海藻たちのワンダーランド

企画展シンポジウム

群馬県立自然史博物館　TEL 0274-60-1200

土祝

　里海、里山の多様な自然の恵みは、過去から現在に至るまで地域の人々の資源として暮
らしの中に溶け込み、利用され、地域の文化と歴史を育んできました。地域の自然の恵みは、
わたしたちの暮らしの中に精神的な豊かさをもたらします。この恵みを持続可能なかたち
で未来につないでけるよう、本シンポジウムでは、山・川・海の事例を紹介し、今後の方向性
について考えます。

ナンブワカメ Undaria pinnatifida  var. distans  とスジメ Costariacostata群落　北海道　撮影 宮田昌彦

「小生業としての海藻採りと資源の持続的利用」
富塚朋子：千葉県立中央博物館・共同研究員。博士（環境学）東京大学。
	 海洋生物環境学、民族藻類学専攻

「東毛の水場景観と ひとびとの暮らし」
宮田裕紀枝：元板倉町教育委員会　　

「尾瀬の自然とエコツーリズム」
安類智仁：尾瀬自然ガイド、NPO法人片品・山と森の学校副代表

「恵みをいただくということ～森林資源の持続可能な利用による森林美～」
清水裕子： 森林風致計画研究所副理事長

講師


